
「ふるさと」を登録するインセンティブについて

安
心

「安心感」を生み出す運用例

「ふるさとの教育力」を生かす運用例

財産を地域資源として活用する運用例

○災害時等に拠り所となる
・都会等で地震等の災害が発生した場合の安全・安心が確
保できる生活場所の提供を受けることができる。また、一定の
期間生活できる居住空間と食事の提供を受けることができる。

・オーナー制度により、自ら野菜等を生産することができる農地
等の提供をスムーズに受けることができる

→ 田舎を持たない都市住民にとって安心できる居住空間
及び食が確保される

○教育の場として活用する
・農林漁業の体験は、子どもたちの成長にとって大きな効果が
あるといわれている。「農山漁村の教育力」への期待はますま
す高まっている。一定の期間生活できる居住空間を提供し、
「ふるさと」での体験を教育に活用することができる。

→都会では体験できない機会を子どもに与えることができる

○空き家等に利用権を設定し、ふるさとの
ために活用する

・地域に所在する登録者の未利用財産を地域に開放するこ
とにより、「ふるさと」の活性化につなげることができる。

・空き家（古民家等）を地域おこし協力隊に無償で貸し付
け、ゲストハウスやレストランとして地域経済に貢献することが
できる。

→ 登録者は財産の維持管理費用が減少
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特定地域等を支援する運用例
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○特定地域やイベント等を応援する
・市町村内の特定の自治会や、法人又はイベント事業など、
登録者の期待やニーズに応えられるよう、貢献するターゲット
を絞ることができる。

・「ふるさと」で実施される登録者の同窓生が集まるイベントの
開催事業費を支援することができる。

→具体的なターゲットへの支援が可能

【資料３】



「ふるさと」を登録するインセンティブについて

「安心感」を生み出す運用例

○災害時等に拠り所となる
・都会等で地震等の災害が発生した場合の安全・安心が確
保できる生活場所の提供を受けることができる。また、一定の
期間生活できる居住空間と食事の提供を受けることができる。

・オーナー制度により、自ら野菜等を生産することができる農地
等の提供をスムーズに受けることができる

→ 登録者は特に田舎を持たない都市住民にとって安心でき
る居住空間及び食が確保される

財産を地域資源として活用する運用例

○空き家等に利用権を設定し、ふるさとの
ために活用する

・地域に所在する登録者の未利用財産を地域に開放するこ
とにより、「ふるさと」の活性化につなげることができる。

・空き家（古民家等）を地域おこし協力隊に無償で貸し付
け、ゲストハウスやレストランとして地域経済に貢献することが
できる。

→ 登録者は財産の維持管理費用が減少
卯之町の町並み
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＜西予市重要伝統的建造物群保存地区の事例＞
高齢化により運営できなくなった喫茶が空き家へ

古民家をカフェ
にリニューアル
し、地域が抱え
る課題解決型の
事業を展開（子
育て支援・地産
地消）

＜智頭町疎開保険事業の例＞
「ふるさと」がない都市住民等を対象に避難場所を提供

災害にあわれて、被災地から
智頭町へ疎開される場合、1
日3食7日分の宿泊場所を提供

（出典：智頭町ホームページ）
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「ふるさと」を登録するインセンティブについて

特定地域等を支援する運用例

○特定地域やイベント等を応援する
・市町村内の特定の自治会や、法人又はイベント事業など、
登録者の期待やニーズに応えられるよう、貢献するターゲット
を絞ることができる。

・「ふるさと」で実施される登録者の同窓生が集まるイベントの
開催事業費を支援することができる。

→具体的なターゲットへの支援が可能

「ふるさとの教育力」を生かす運用例

○教育の場として活用する
・農林漁業の体験は、子どもたちの成長にとって大きな効果が
あるといわれている。「農山漁村の教育力」への期待はますま
す高まっている。一定の期間生活できる居住空間を提供し、
「ふるさと」での体験を教育に活用することができる。

→都市部では体験できない機会を子どもに与えることが可能
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＜地域の伝統行事や生活支援施設を直接支援＞
地域において受け継がれている祭り等の伝統行事や
地域住民の生活を支えている施設等を自ら指定

地域住民とともに事業を展開・事業のあり方を検討

＜農業体験や交流事業等への参加による貴重な体験＞
「ふるさと」での農業体験や地域交流事業を体験

自然への関心や環境保全に対する意識が向上


